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区議会だよりは、地球環境保護のために大豆インキと古紙パルプ配合率100％再生紙を使用しています。

　平成18年第2回定例会は6月27日から７月7日まで
の11日間の会期で開かれました。
　この定例会には区長から、分譲マンション耐震診断助
成などを計上した補正予算を含む、16件の議案と報告３
件が提出されました。これらの議案は、いずれも原案の
とおり可決されました。
　議員からは「第31回オリンピック競技大会の東京招
致に関する決議」、「北朝鮮のミサイル発射に対し厳重に
抗議する決議」が提出され、それぞれ可決されました。下
記に要旨を掲載しました。
　この定例会の会議録は、9月中旬にできあがります。
詳細は区議会ホームページ、お近くの図書館、コミュニ
ティ図書館、または区議会事務局でご覧ください。 

補正予算を含む１６議案を可決

第31回オリンピック競技大会の
東京招致に関する決議（要旨）

　葛西臨海公園がカヌー競技の候補地に挙げられるなど、東京での
オリンピック開催が、本区にとっても地域経済の活性化や本区の将
来の発展に大いに期待できるものである。また、南北交通網（メトロ
セブン）の整備を始め、周辺区のインフラ整備に大きく貢献する契
機になることを切に希望し、2016年開催の第31回オリンピック競
技大会の東京招致を強く求める。

⬆葛西臨海公園を走る水上バス

●第２回定例会概要、区長提出議案、議員提出議案 ...1 ページ

●代表質問・一般質問、請願･陳情の処理状況 ... ２～３ページ

●第１回臨時会概要、議会の構成 .......................... ４ページ
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○ 予算 ・平成18年度江戸川区一般会計補正予算（第1号）
○ 条例 ・江戸川区組織条例
（一部改正） ・江戸川区新川地下駐車場条例
 ・江戸川区立心身障害者福祉作業所条例　　　※１
 ・江戸川区立障害者就労援助センター条例　　※１
 ・江戸川区立知的障害者援護施設条例
 ・江戸川区立障害者支援ハウス条例
 ・江戸川区立児童遊園設置及び管理に関する条例
 ・江戸川区立林間学校条例
○ 契約 ・江戸川区立船堀第二小学校校舎増築工事請負契約
 ・本庁舎南棟耐震補強及び外構改修その他工事請負契約
 ・葛西駅地下自転車駐車場（西口）整備工事（その2）請負契約
 ・物品の買入れについて　※２
 ・物品の買入れについて
 ・物品の買入れについて
○ その他 ・町区域の新設及び変更について
○ 報告 ・平成17年度江戸川区一般会計の継続費の繰越使用について
 ・平成17年度江戸川区一般会計の繰越明許費の繰越使用について 
 ・議決を得た契約の契約変更について
※印は賛否の分かれた議案
※１  賛成39（自由民主党・公明党・市民クラブ・一人の会・無所属クラブ・自由の会）
 反対 6 （日本共産党）
※２  賛成44（自由民主党・公明党・市民クラブ・日本共産党・無所属クラブ・自由の会）
 反対 1 （一人の会）
それ以外は全会一致
会派の略称　市民クラブ＝市民クラブ・ネット民主無所属 

●●●区長提出議案●●●

6月 27日 ...........議案上程、委員会付託
 29日 ...........代表質問
 30日 ...........一般質問
7月 3日 ...........議案審査
 4日 ...........請願･陳情等の審査
 7日 ...........委員会報告及び表決

◎第2回定例会日程◎

北朝鮮のミサイル発射に対し
厳重に抗議する決議（要旨）

　7月5日、北朝鮮が関係各国による事前の警告を無視し、7発のミ
サイルを発射したことは、我が国の安全保障や国際社会の平和と安
定を脅かす重大な問題で、断じて許しがたいことであり、厳しく糾
弾されるべきものである。
　よって江戸川区議会は、日本国政府に対し、あらゆる経済制裁措
置の実施、国連安全保障理事会での非難決議の採択など厳しく対処
することを強く求める。 

議員から出された議案で結果が出されたもの
　○ 第31回オリンピック競技大会の東京招致に関する決議　　　
　 　賛成37（自由民主党、公明党、市民クラブの一部、一人の会、
 　無所属クラブ、田中クラブ、自由の会）
　 　反対 8 （市民クラブ一部、日本共産党）
　○ 北朝鮮のミサイル発射に対し厳重に抗議する決議（全会一致）
　会派の略称　市民クラブ＝市民クラブ・ネット民主無所属 

平 成 １８年
第2回定例会

オリンピックの東京招致を含む
決議2件を可決
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代表質問
防災、減災、安全・安心
まちづくり、都市整備の促進

自由民主党

やぶさき　一郎

問　都区財政調整について
都と区が共同で検討組織を設置するとのこと。

また、政府は富裕団体として都に狙いを定め、 

財源の再配分を検討、その影響は。

答　当面、都と区長会で、議論を進めていく。 
国の「東京狙い撃ち」は、23区にも影響がある。

問　指定管理者制度の今後の拡大導入は。
答　検証を進め、福祉施設や図書館などの施 
設にも取り入れていく。

問　清掃事業について
⑴東京港最終処分場の延命化は急務。サーマ 

ル・リサイクルに対する考えを。

⑵清掃関係民間事業者のさらなる活用拡大

し、 粗大ゴミの収集拠点等にするなど民間活

力を 生かしていくべき。 

答　⑴処分場の延命のためにも取組みが必要。
資源化できるものを再利用し、残ったものを 

燃やし、売電による収入で負担軽減を図る。

⑵事業者と協働していく。粗大ゴミは、日曜 

収集や持込受入など早期に実現したい。

問　安全・安心のまちづくりについて
⑴防災まちづくりに大きな役割を果たす都市 

計画道路や木造密集市街地などの減災都市整 

備の一層の促進を。

⑵減災まちづくりの構築に大きな役割を果た 

すスーパー堤防の早期実現を。

⑶区民の憩いの場となる新中川の整備を。

答　⑴力強く進めていく。
⑵安全、快適まちづくりと合わせ進めていく。 

国も小岩、篠崎地区に力を入れている。

⑶平成 22年の完成を目途に、景観や水上ス

ポーツも含めた魅力あるものにしたい。

エレベーターの安全・
小中学生の学力向上を

公　明　党

土田　アイ子

問　子どもから熟年者まで誰もが使う日常的 
な乗り物で、安全には万全を期さなければな 

らないエレベーター事故防止対策に官民問わ

ず安全のための取り組みと決意を。 

答　全施設について総点検を実施し異常がな 

いことを確認。民間施設のシンドラー社製は 

緊急点検を要請。相談も積極的に応じている。

問　小・中学生の学力アップ対策について 
⑴中教審答申で、学習指導要領見直しのポイ 

ントがあげられているがどう受け止めるのか。

また、その対応は。

⑵学力アップへは児童・生徒個々の能力をい 

かに引き出すシステムや環境をつくるかが重

要である。区として大胆な体制づくりを。

⑶教育の要である教員育成について、様々な 

取り組みがされているが更なる工夫と努力を。

答　⑴学校教育の重要課題と受けとめ、今後 
の教育施策の参考にする。内容は、各学校に 

周知するとともに研修会等で知らせている。 

⑵学校・家庭・教育委員会が今まで以上に連 

携を図り、さらに効果が上がるよう取り組む。 

⑶授業研究の機会を増やし、教員全体のレベ 

ルアップを図っていきたい。 

問　女性等に配慮した車両の導入について 
区内の駅から乗車ができるよう働きかけてい 

ると思うが、進捗状況と今後の見通しは。

答　各鉄道会社に要請してきたが、ダイヤ上 
の支障がでる等難しい問題がある。今後とも 

区内で利用できるよう要請していく。

問　都立高校、中学校のテニスコートの開放 
と地域バランスを考え、区民の方が強く希望 

している葛西、小松川、船堀地区への増設を。

答　高校 7校、中学 2校はすでに開放して
いる。設置要望のあることは承知している。

用地の取得だけではなく、様々な解決しなけ

ればならない問題がある。努力していきたい。

区議会改革・住民自治 
基本条例等分権推進を

市民クラブ・ネット民主無所属

笹本　ひさし

問　自治基本条例について
物質的な豊かさのみでなく、充実感を得るこ

とが大切な価値となり、未来に希望が持てる

地域社会につくり変えていくことが必要。地

域の未来を担っていく世代への贈り物になり、

共育・協働という文化の学びと実践、区歌の

「自治と自由をもりあげる」機会ともなる区

政運営の最高規範である自治基本条例制定に

向け、検討会の設置を。

答　区民が地域の課題を自ら捉え、区などと 
協働し、我がまちをつくるといった認識は重 

要。その考え方を「共育・協働」の理念とし 

て位置付け、長期構想に掲げている。 

問　コンプライアンス制度について

法令遵守や倫理観の確立は職員・議員はもち 

ろん、公正な職務執行を遂行することで、区 

民の付託に応え、信頼される行政・区政運営 

を確立し、区民の権利を保護することにつな 

がると考える。不当要求行為への対応、公益 

通報者保護制度を核とした庁内委員会や管理 

責任者の設置とコンプライアンス（法令遵守） 

条例の制定について区長の所見を。

答　我々は倫理観をもって仕事をしている。 
コンプライアンス条例の範囲をどう考えるか 

もう少し議論を深めていく必要がある。

問　住民投票制度について
法的な拘束力はないが課題解決のために民意

を反映する積極的な自治参加だと考える。徹

底した情報公開・情報共有のもと地域力の更 

なる熟成や区民が決定に関与し、結果に責任 

を負い、区民が行政サービスの受益者から、 

住民自治の担い手として変化していく住民投 

票制度について区長の所見を。

答　大きく意見が対立するような場面におい 
て制度があることはよいと思うが、恒常的に 

用意する必要はないのではないか。

熟年者・障害者の痛み 
軽減と教育基本法について

日本共産党

須田　哲二

問　熟年者福祉について
⑴税制改正で非課税から課税となった方に、 

年１万円の痛み和らげ手当の支給を。

⑵デイサービス利用者の食費負担の軽減を。

⑶要支援１・２及び要介護１でも、介護ベッ 

トや車いすの給付サービスの継続を。

答　⑴痛手であると思うが考えられない。
⑵受益者負担の考えから補助の考えはない。

⑶真に必要な人に提供するサービスである。

問　障害者自立支援法について
⑴区独自の利用者負担軽減策の実施と減収と 

なる障害者施設への助成を。

⑵障害者が複数いる世帯での、本人が立替払 

いをしたときの償還の制度の改善を。

⑶ガイドヘルパーの見直しや手話通訳等、現 

行水準での地域生活支援サービスの継続を。

⑷国に対し、利用者・事業所の実態調査の実 

施、利用者負担軽減の拡充、報酬の日払い方 

式の見直し等の要望を。

答　⑴軽減策、助成とも考えはない。
⑵施設利用、介護保険との調整があり不可能。

⑶現在のサービスを低下させることはない。

⑷実態を見てから、言うべき事は言う。

問　教育基本法に関連して
⑴愛国心教育の状況と通知表での評価は。

⑵東京都の 23区別の学力テストの結果公表

や区の学校ごとの結果公表の改善を。

⑶普通教室へのクーラー設置を。

区政への質問
　６月２９日に代表質問、３０日に一般質問が行われ、都区財政調整、子育て支
援、教育問題、清掃事業などのほか、区政全般の課題について活発な論議が展開
されました。ここでは、質問と答弁の要旨を掲載しています。

堤
防 川 川

道
路

スーパー堤防

投
票
箱 住民投票

テニスコート増設
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⑷少人数学級の実施のため、1年生で 30人

を超えるクラスに区独自で講師の配置を。

答　⑴学習指導要領に従って指導している。 
愛国心を評価する通知表はない。

⑵結果公表の方法は序列・競争をあおること 

はなく、これを改める考えはない。

⑶必要な個所には設置している。

⑷現在、適切な指導を行っている。

一般質問
地域活動を推進するために
支援策の整備を！

自由民主党

高木　秀隆

問　地域活動推進指針の策定について
行政需要の増大や多様化への対応には、区民 

参加が不可欠であり、区民主体で、自主的な 

地域活動を通じた解決システムの構築が必要。

そのために、地域活動の支援策や制度を理解

するための「地域活動推進指針」の策定を。

答　地域の中では、様々な形で多くの方々の 
貢献があり、まんべんなく体系化することは、 

難しい課題であるが、研究に値すると考える。

問　地域活動の支援策について
⑴ボランティア基金の活用や新たな制度など 

仕組みを整備し、地域活動団体に活動の振 

興・調査・研究のための資金支援を。

⑵ボランティアセンターを地域活動の初期支 

援やコ－ディネート機能などを充実させた地 

域活動支援センターへと発展を。

答　⑴⑵活動しやすい条件をつくることは重 
要であり、参考にする。ボランティア基金の 

活用は、趣旨の整理をしながら進めていく。

問　市場化テストの導入について
本区の行財政改革をさらに進めるため、いわ 

ゆる「市場化テスト」を導入してはどうか。

答　本区は、すでに民間の知恵と力を借りて 
民間委託化や指定管理者制度に取り組んでお 

り、これからも強く推し進めていく。

問　小児科の救急医療体制について

小児科医師の全国的な不足も原因となり、東 

京臨海病院の二次救急医療の体制が大変厳し 

い状況になっている。この状況を改善するた 

めの方策を。

答　解決への申入れを行っているが厳しい状 
況にあり、区と病院と医師会とが連携して対 

処していきたい。

がん撲滅対策・新たな 
子育て支援策を！

公　明　党

田中　じゅん子

問　ガン予防及び早期発見の観点から新たな
検診方法や受診率アップなどを盛り込んだ区 

独自の「ガン対策推進計画」の策定を。

答　医師会と相談・連携し、さらに効率ある
ガン撲滅対策をしていきたい。

問　ガン患者の痛みを和らげる緩和ケアの充
実、家族に対する緩和ケアのあり方等の講習 

の実施を。また、初期段階から緩和ケアを行 

えるよう医療機関への働きかけを。

答　普及啓発等できるようにしていきたい。
問　妊産婦に対して、妊娠期間中の経済的負
担を軽減し、安心して子どもを産み育てるこ 

とが出来るよう検診費用の助成拡大を。

答　国の妊産婦に対する支援の動きを参考に
しながら取り組みを強めていきたい。

問　社会全体で新しくお母さんになる女性た
ちを守る意識を広め、思いやりの気持ちが子 

育て支援となり ､少子化対策につながるマタ 

ニティマークを通じた妊産婦にやさしい環境 

づくりの推進を。

答　大変有効な手段。積極的に取り組む。
問　住宅リフォームトラブル防止について
地域への情報発信や安心してリフォームが行

える仕組みづくりなど悪質業者が活動できな 

い環境づくりを。

答　家屋等修繕相談事業を維持発展させ、さ
らに、地域での見守り等、努力していきたい。 

プラスチック焼却と
ごみ発電の問題点を問う

市民クラブ・ネット民主無所属

稲宮　須美

問　区のプラスチック焼却決定の過程を明確 
にすべき。23区共同設置の清掃一部事務組

合が東京ガスとごみ発電による売電事業会社

を設立する。これは資源化に反するものであ

り、その手法も時代に逆行。区長の姿勢を問う。

答　一般廃棄物処理基本計画に盛り込んであ 
り、速やかな実施に向け進めている。情報は 

積極的に公開。長期的、安定的な技術者確保 

と電力の財産化により、清掃経費軽減を図る。

北小岩スーパー堤防
建設の見直しについて他

日本共産党

藤沢　久美子

問　違法駐車取締りシステムの変更により業 
務に支障が生じる事業者への対応を。

答　適用除外できるものについては相談する。
問　中学生までの通院費助成の拡大と公立保
育園の民営化計画の変更等を。

答　拡大しない。計画的に順次、進めていく。
問　北小岩地区のスーパー堤防建設の見直し
と住民の納得と合意のまちづくりを。

答　話し合いの中で円満な方法で進める。

隠蔽ではなく、未然に 
防ぐ職場問題への対策を

一人の会

田中　けん

問　特に管理職に対して、セクハラ対策を。
答　定期的に研修等で意識啓発している。

パブリック・コメント
手続の制度化について

無所属クラブ

木村　ながと

問　早期にパブリック・コメントの条例化を。
答　様々な手法があり、慎重に検討している。 

皆さんから出された請願・陳情

◉今回の定例会で新たに委員会に付託されたもの 付 託 委 員 会 名

75号 ガイドヘルプ・日常生活用具給付事業の現行
サービスの維持・拡充を求める陳情

福祉健康委員会

76号 安心して利用できる介護保険を求める陳情 福祉健康委員会

77号 「江戸川動物葬斎場」建設・営業反対の陳情 建 設 委 員 会

講 師 配 置

◉今回の定例会で取り下げられたもの

64号 介護保険の利用者の大幅な負担増に反対し、改善を求める陳情

69号 亀戸・大島・小松川市街地再開発事業におけるE７街区都営住宅
建設について建物配置計画の近隣住民との協議を求める陳情

74号 ＰＳＥ法（電気用品安全法）の見直しに関する陳情

ジャワ島中部地震のお見舞い
　5月27日に発生したインドネシア・ジャワ島中部地震で、犠牲になられ
た方々のご冥福をお祈りするとともに、被災者の皆様に心からお見舞い
申し上げます。
　江戸川区議会議員一同は、救援金をインドネシア大使館にお届けしま
した。災害からの一日も早い復興をお祈りします。

平成１８年 第３回定例会開催予定
 9月14日（木） .....................本会議（議案上程、委員会付託）
 20日（水） .....................本会議（一般質問）
 21日（木） .....................本会議（一般質問）
 22・25・26・28・29日 ...

決算特別委員会 10月2・3・5日 .....................
 6日（金） .....................常任委員会（議案審査）
 10日（火） .....................各常任委員会（請願･陳情等の審査）
 13日（金） .....................本会議（委員会報告及び表決）

］
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区議会の構成（平成18年8月1日現在）

委員会名 委　員　名

総務委員会

（１０名）

◎片山　とものり 竹内　すすむ 田島　すすむ

○片山　たけお 島村　かずしげ 田辺　達昭

　斉藤　正隆 セバタ　勇 

　河合　恭一 北川　ひろし

生活振興

環境委員会

（９名）

◎すが　精二 高木　秀隆 佐々木　たかし 

○田の上　いくこ 間宮　由美 安田　明

　木村　ながと 春山　なかじ 小泉　としお

福祉健康

委員会

（９名）

◎酒井　実 深江　かずゆき 光山　みのる 

○福本　光浩 須賀　清次 土田　アイ子

　小俣　のり子 藤居　阿紀子 吉越　邦夫

文教委員会

（９名）

◎荒井　てるお 藤澤　進一 稲宮　須美 

○鵜沢　悦子 川瀬　やすのり やぶさき　一郎 

　須田　哲二 倉内　まこと 松下　あきお

建設委員会

（９名）

◎田中　じゅん子 田中　壽久 渡部　正明

○早川　和江 藤沢　久美子 渡辺　清一

　田中　けん 笹本　ひさし 花島　貞行

議会運営委員会

（１５名）

◎田島　すすむ 竹内　すすむ セバタ　勇

○北川　ひろし 田中　じゅん子 藤居　阿紀子 

　福本　光浩 片山　たけお 土田　アイ子 

　斉藤　正隆 すが　精二 吉越　邦夫

　河合　恭一 島村　かずしげ 花島　貞行

行財政改革

特別委員会

（１２名）

◎やぶさき　一郎 木村　ながと 北川　ひろし 

○笹本　ひさし 早川　和江 藤居　阿紀子 

　小俣　のり子 深江　かずゆき 土田　アイ子  

　鵜沢　悦子 荒井　てるお 松下　あきお

街づくり･

防災対策

特別委員会

（１２名）

◎竹内　すすむ 高木　秀隆 須賀　清次

○稲宮　須美 斉藤　正隆 佐々木　たかし 

　小俣　のり子 田中　壽久 光山　みのる  

　須田　哲二 川瀬　やすのり 渡辺　清一

子育て･

熟年者支援

特別委員会

（１２名）

◎間宮　由美 田の上　いくこ 安田　明

○藤澤　進一 すが　精二 吉越　邦夫

　河合　恭一 島村　かずしげ 小泉　としお  

　田中　じゅん子 酒井　実 花島　貞行

交通対策

特別委員会

（１２名）

◎田辺　達昭 福本　光浩 セバタ　勇

○藤沢　久美子 高木　秀隆 倉内　まこと 

　鵜沢　悦子 斉藤　正隆 田島　すすむ 

　田中　けん 片山　たけお 片山　とものり

議会選出監査委員 　川瀬　やすのり 小泉　としお

議　長　渡部　正明 副議長　春山　なかじ

常
任
委
員
会

◎ 委員長 ○ 副委員長 

第 1 回臨時会
　平成 18 年第１回臨時会が 5月 23 日に開かれました。   
　この議会では、区長から 1件の専決処分の報告があり、
これを承認するとともに、議会選出の監査委員（1名辞任）
の選任に同意しました。新監査委員に小泉としお議員が就
任しました。
　また、任期満了にともなう常任委員会委員、議会運営委
員会委員の選任と辞任にともなう特別委員会委員の選任も
行われました。 

特
別
委
員
会

あ と が き
　区議会だより第177号をお
届けいたします。 
　区議会や区政について理解
を深めていただくためには、
傍聴が最も身近な方法です。

どなたでもお気軽にお越しく
ださい。

区議会だより編集委員会　
　　　◎　田　島　すすむ　　
　　　○　北　川　ひろし　　
　　　　　吉　越　邦　夫　　
　　　　　河　合　恭　一　　
（◎委員長　○副委員長）　

　　　　会派別議員名簿 （平成18年8月1日現在）
区議会自由民主党　直通5662－5111
http://www.edogawa-j.org/

幹 事 長  田島　すすむ 3670－7716 鹿骨4－21－2
副幹事長 花島　　貞行 3651－4520 松江7－28－23
副幹事長 島村かずしげ 3610－8181 平井5－51－12
幹　　事 すが　　精二 3679－4445 江戸川2－8－1
幹　　事 斉藤　　正隆 3672－5849 北小岩8－24－6
幹　　事 福本　　光浩 3877－0541 東葛西8－7－33－105 
 高木　　秀隆 5661－4608 一之江5－6－14
 藤澤　　進一 3658－0783 南小岩6－28－11
 早川　　和江 3653－6144 松本1－16－11
 田中　　壽久 5679－0413 船堀3－1－3
 須賀　　清次 3688－7001 東葛西4－27－13
 荒井　てるお 3680－3121 東葛西5－19－14
 渡部　　正明 3653－9346 松島4－20－13
 やぶさき一郎 3678－8216 新堀1－12－7－101
 光山　みのる 3673－7717 南小岩1－2－37
 小泉　としお 3677－2200 篠崎町2－401－7
 片山とものり 3650－0687 東小岩6－25－14
 松下　あきお 3683－4757 平井4－31－2

江戸川区議会公明党　直通5662－5112
http://www.e-komei.com/

幹 事 長  北川　ひろし 3685－6134 平井1－1－5
副幹事長 片山　たけお 3657－1775 東小岩3－13－8
副幹事長 田中じゅん子 3677－4973 上篠崎3－10－11
副幹事長 竹内　すすむ 3652－6798 松江3－14－19
 鵜沢　　悦子 3686－7461 西葛西4－4－1－613
 川瀬やすのり 5636－5530 江戸川1－21－23
 春山　なかじ 3677－1488 鹿骨3－15－14
 倉内　まこと 3675－5519 清新町1－3－3－206
 佐々木たかし 3656－3028 一之江4－11－19
 土田　アイ子 3689－2123 中葛西1－2－18－1404
 酒井　　　実 3688－2535 春江町5－12－12
 渡辺　　清一 3656－3280 大杉2－19－3
 安田　　　明 3659－6531 北小岩8－11－12

市民クラブ・ネット民主無所属　直通5662－5116
http://www.shiminclub.net/

幹 事 長  吉越　　邦夫 3688－4455 西瑞江5－7－20
副幹事長 藤居　阿紀子 3878－5292 清新町1－4－15－706
幹　　事 笹本　ひさし 5668－4055 北小岩4－41－4－101 
 田の上いくこ 5878－3650 宇喜田町1283－102 
 稲宮　　須美 5609－0647 小松川1－5－10－1605 
 田辺　　達昭 3650－5373 南小岩7－15－10

日本共産党江戸川区議員団　直通5662－5113
http://www.cpi-media.co.jp/jcp-edogawa/

団　　長 セバタ　　勇 3636－3265 平井2－25－15－504
幹 事 長  河合　　恭一 3675－1971 中葛西7－12－18
副幹事長 須田　　哲二 3677－2616 篠崎町5－14－10－1003
 小俣　のり子 3655－0906 本一色2－19－12
 藤沢　久美子 3659－2317 北小岩5－29－5－301
 間宮　　由美 5661－5051 松江7－11－7

一人の会　直通5662－2739
http://www.t-ken.jp/

 田中　　けん 5662－7755 中央4－25－14

無所属クラブ　直通5662－1993　
http://www5f.biglobe.ne.jp/％7Eknagato-gikai/mushozoku-club-site.htm
 木村　ながと 5675－5690 西葛西1－6－11－202

自由の会
代表3652-1151 内線3688

 深江かずゆき 3655－3337 本一色1－28－7 

 《お知らせ》 ： 7月5日付で田中クラブ（1名）の解散にともない、
 区議会自由民主党は17名から18名に変更になりました。




